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難易度の高い銅厚板の
溶接技術を確立

Ζ͏෇͚ͷ๛෋ͳݧܦͱϊ΢ϋ΢
金属の接合加工を広く手がけており、ろう付けや

溶接を得意とする。ろう付けは、母材よりも融点の
低い合金を溶かし、それを一種の接着剤として用い
母材を接合する手法。溶接は、母材そのものを溶融
させて部材を一体化させる。

同一金属の接合のみならず、鉄と銅、鉄と真ちゅう、
銅と真ちゅう、ステンレスと銅、アルミとステンレ
スなど、異種金属のろう付けにも長けている。さ
まざまな金属の性質や特性を熟知し、特にろう付
け作業で重要とされる温度管理では、他社に追従
を許さない豊富な経験やノウハウを有する。

ຊࣾͱઘࠤ໺ʹ੡଄ڌ఺
現在、業務用空調機器や冷凍機器などの配管や

部品を、ろう付けや溶接で加工し組み立てることを
主な業務としている。本社工場と泉佐野工場（大
阪府泉佐野市）の２ヵ所の製造拠点があり、主に
本社工場は溶接、泉佐野工場はろう付け作業を行っ
ている。

事業内容

೑ްͷಔ༹઀ͷґཔ
ある取引先から変圧器部品の製造依頼があった。

銅は電気を通しやすく、変圧器にはよく使われる。依
頼があった変圧器はプラント工事や電炉などに使わ
れるもので、高電圧・高電流を扱うため、部品には
厚さ２０㎜以上の銅が使われることもある。

溶接は、接合したい部分を高温にして溶かす必要
があるが、銅は熱伝導率が高いため接合部分の熱
がすぐに分散してしまう。また、冷却時の収縮も激し
く、ひずみや割れが生じる危険性も高い。特に肉厚
の銅板の場合は、より厳格な温度管理が要求され、
溶接は非常に難しいとされてきた。

ࣗΒઌ಄ʹཱͪڀݚελʔτ
これまで同社では、厚さ３㎜程度の銅は、ガスバー

ナーによる予熱で温度を維持して溶接してきた。
しかし、厚さ２０㎜の銅板の溶接は初めて。髙橋一
社長は「経験のないことに挑戦しよう」と、自ら先頭
に立ち、研究に着手した。

補助事業

େखϝʔΧʔڀݚһ΋͘ڻ
今回の挑戦で頼みとしたのは、ろう付けで長年

培ってきた温度管理技術。髙橋社長は、金属の変
化を目で見て、最適な温度やタイミングを見極め、
質の高い仕事を続けてきた。この職人技がデータ的
にも正しいことを証明し、銅の厚板溶接技術にも応
用するため、トヨタ自動車溶接研究所やパナソニッ
ク（株）の溶接研究所を訪れ、試験を重ねた。髙
橋社長が溶接作業中に指摘した温度を実際に計測
してみると５℃―１０℃しか誤差がなく、研究所のス
タッフも驚く結果となった。

༹઀ϩϘοτをಋೖ
この研究所での試験で銅厚板の溶接にめどが立っ

たことから、中小企業庁の「ものづくり補助金」を活
用し、パナソニック溶接システム社製の溶接ロボットや
溶接機とともに金属予熱装置を購入した。これにより
溶接時や冷却時の温度管理が厳格にできるようになっ
た。また、銅は溶接時の熱が金属の外へ逃げやすく、
溶接部分の両端は十分な接合ができず、厚板の場合
は強度不足になるという問題があった。これに対し両
端に補助部材を設置して補助部材ごと溶接し、後で補
助部材を切り離す方法を採用することで克服した。

具体的成果

ಔҎ֎ͷ༹઀ͷ૿͕ࣄ࢓えΔ
その後、薄い銅板を使った変圧器関連部品の溶

接を引き受け、４００台分の部品をクレームなしで納
入した。エアハンドリングユニットの配管や空調設備
のケーシング、福祉機器など、溶接ロボットの導入後、
銅以外の溶接の仕事も増加している。「こういった経
験を積むことで、銅の厚板を使った大きな部品の溶
接も楽にできるようになる」と、今後、期待される銅
の厚板溶接の依頼に向け、髙橋社長は前向きに語る。

༹઀෼໺ͰҰ໨ஔ͔ΕΔଘࡏʹ
髙橋社長は昭和３１年生まれ。溶接工として造

船所や鉄工所で勤務した後、平成元年に独立した。
先輩職人の仕事ぶりを見て技術やノウハウを学び、
現場で試行錯誤を続けることで、身体に技術を覚
えこませたという。「何十年も前から身に付けてき
た技術が、今も使えるのはありがたい。技術は自
分を助けてくれる。６０歳を過ぎてからでも挑戦が
でき、新分野に入っていける」と、髙橋社長は語る。
今後は国内でも技術を持つ人が少ない異種金属の
溶接に力を入れ、「いろんな溶接ができるのは、髙
橋溶接しかないと言われる存在になりたい」と意
気込んでいる。

今後の戦略

新たに導入した溶接ロボット

೔ຊの੡଄ۀΛ͑ࢧΔٕज़ऀのਓੜ΍ϝϯλϦςΟʔʹ৮Εͨऔͨͬͩࡐɻ
ʮਓͱಉ͜͡ͱΛ͢ΔのͩͬͨΒগ͠Ͱも্ʹ͍͖ͨߦɻ͜Ε·ͰのਓੜͰ΍ͬ
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ੜ͖༷ʹܹࢗをड͚Δ

仕事を通して、世の中の役に立ち、喜んでも
らうことが大きなやりがいです。これからも
自分の技術を生かしていきたいと思っていま
す。立ち止まると進歩もなくなり、人生も終わ
るので、前を向いて歩き続けたいです。

前を向いて歩き続ける

代表取締役社長  髙橋 一

溶接した厚さ２０㎜の銅板

溶接の様子
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